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研究成果の概要（和文）：データマイニングにサービス指向の人間系やマネジメント系の経験知

を組み込むことを可能とする，“knowledge-rich”な技術体系を確立した．すなわち，サービス

指向データマイニングの展開に必要となるシステムの入出力関係に着目した帰納的メタモデル

の構築法を，高次元モデル表現技法を拡張することにより開発した．さらに，サービス提供の

多様な形態にも柔軟に対応できるよう，モデル因子の変動や論理仮説が出力に与える影響度を

評価するグローバル感度解析手法の数理的拡張も行った． 

 
研究成果の概要（英文）：This study addressed technical issues involved in the development 
of service-oriented data mining to create service innovations. The levels of data mining 
possible in such service-oriented framework are identified, and core technologies are 
unified in a single “knowledge-rich” architecture. In particular, mathematical models 
for the service-oriented data mining are developed, which include the extension of high 
dimensional model representation (HDMR) and an inductive methodology for global 
sensitivity analysis of meta-models.  
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１．研究開始当初の背景 

新しい科学概念としての“サービス・サイ

エンス”が，米国競争力協議会報告書（通称

「パルミサーノ・レポート」，2004 年 12 月）

で公表されて以来，サービス・サイエンスの

研究が欧米を中心に注目を集めていた．そう

した中で，ヘルスケアやファイナンスから通

信販売や宿泊・旅行業などに至る多様なサー

ビス業態に加えて，サービス価値の複雑な提

供プロセスにも柔軟に適用可能な，データマ

イニング技術の必要性が認識されていた．す

なわち，知識発見科学としてのデータマイニ

ングが，サービス・サイエンスの基盤技術で

あると理解されていた． 
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具体的には，サービス・プロセスの実体験

に よ り 顧 客 満 足 を 超 え た 「 顧 客 感 動

（customer delight）」を引き起こすような

高いサービス品質の提供と，サービス生産性

の飛躍的な向上を同時に実現するには，サー

ビス指向データマイニングの高度なシステ

ムを構築することが必要である．しかし，無

形性を特徴とするサービスの研究は国際的

にも端緒に付いたばかりで，サービス指向デ

ータマイニングの実現に向けた先端的なシ

ステムの開発と産業展開が内外の産業界や

学界でも待たれていた． 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，サービスの汎用的・理論
的研究に基づく顧客志向のサービス・イノベ
ーションを創出するために，サービス指向デ
ータマイニングの諸特性を的確に表現でき
る数理モデルの構築を行い，その方法論と評
価法を確立することである． 
 
３．研究の方法 
（１）サービスの基本的特徴の一つは，生産

と消費の同時性にある．こうした特徴に
関連する人間系やマネジメント系の経
験知をデータマイニングの知識発見シ
ステムに効果的に組み込むことを可能
にするため，サービス指向データマイニ
ングに必要とされる要素技術の調査を
行い，“knowledge-rich”なサービス指
向技術体系として総合的に集約する． 

（２）サービス指向データマイニングの特性
を数理的に表現すためシステムの入出
力関係に着目し，入出力間の変換関数
（写像）を機械学習手法により同定して，
帰納的メタモデルを構築する．そのため，
高次元モデル表現技法（HDMR: High 
Dimensional Model Representation）を
適用する． 

（３）サービス提供の多様な形態に柔軟に対
応できるよう，モデル因子の変動や論理
仮説の修正，モデル構造の変更等が出力
に与える影響度を効率的に評価して，導
出メタモデルの頑健性を向上させる．そ
のため，グローバル感度解析技法
（Global Sensitivity Analysis）に基
づく感度解析法の新しい定式化を行い，
メタモデルの品質保証を実現するため
の評価を行う． 

（４）研究で得られた帰納的メタモデルやシ
ステムのプロトタイプを現実のビジネ
ス事例やサービス・データに適用して，
開発した方法論と評価法（すなわち，高
次元モデル表現技法、グローバル感度解
析手法）の有効性を評価する． 

 

４．研究成果 
（１）サービス指向データマイニングに必要

な要素技術を，“knowledge-rich”なサ
ービス指向技術体系に集約する方法論
を確立した． 

（２）サービス指向データマイニングの開発
に理論基盤を与える汎用性の高い数理
モデルを導出した． 

（３）サービス提供の多様な形態に柔軟に対
応するため，システムの入出力関係に着
目したサービス指向データマイニング
について，帰納的メタモデルの構築法を
確立した．導出された構築法は高次元モ
デル表現技法（HDMR）の理論的な拡張と
なっている．     

（４）帰納的メタモデルの品質保証をするた
めに，グローバル感度解析技法（Global 
Sensitivity Analysis）の新しい定式化
（random balance designs）を行い，サ
ービス指向データマイニングに対する
有効性を数値データにより検証した． 
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